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１ はじめに 

  生徒会活動は、全校生徒をもって組織する生徒会において、自分たちの生活の充実・発展

や改善・向上を目指して、生徒の自発的、自治的に行われる活動である。今年度は「Make now 

the best～新しい挑戦を～」を生徒会スローガンに委員会活動や学校行事の運営を行った。 

 

２ 資料 

（１） 新しいＴシャツの検討の生徒総会 

  昨年の生徒総会に向けた動きの中で確立した、生徒総 

会に向けた議題について話合いを行う順序「学級→学年 

→生徒会」の流れで今回も議論を行った。 

今年度は、生徒たちから意見の上がった「新しい色の 

Ｔシャツ導入」を議題にした。まずは学級でＴシャツに 

ついての意見を出し、学年で上がった意見を集計、その後、生徒会で案の検討を行った。そ

して、生徒総会にて案についての質疑応答を行い、それらを踏まえて生徒会の生徒の話合い

で方針決定を行った。今回の生徒総会から、資料を全て電子ファイル化し、Microsoft 

Teams 上で共有したことで、タブレットがあればいつでも確認できる環境を整えることがで

きた。そのことで、より多くの生徒が興味をもって議論に参加することができた。 

（２）Ｔシャツ決定に向けたアンケートの実施 

２学期にＴシャツのサンプルを２種類掲示し、Microsoft Forms を使って全生徒対象にア

ンケートを行った。そこで賛成多数となったため、新しい色のＴシャツの導入を決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

  「Make now the best～新しい挑戦を～」を生徒会スローガンとし、新しい色のＴシャツを

検討・導入したことで、スローガン通り「新しい挑戦」を生徒主体で行うことができた。 

ただ一方で、生徒たちが新しい取組を行うことは、教員側にも労力と時間が必要になる。

活発な生徒会活動を今後も維持するためには、生徒だけでなく教員も担当学年を超えて協力

していく必要性がある。一部に負担が傾かないように見通しをもって計画を立て、分担を行

えるようにしていきたい。 

今後も一人一人が学校の事を「自分事」として考え、生徒会活動を行えるようにすること

で、諸問題を解決するための自発的、自治的な活動の中で自己有用感や達成感を味わわせ、

将来、地域社会の自治的な活動の中で生かすことのできる資質・能力を育成していきたい。 


